










（Album Musica, No. 28, Paris: Pierre Lafitte, 1904.）
譜例 1　クロード・ドビュッシー Claude Debussy《ピアノのための小品》
1．ピアノによる初見演奏について
　「目は聴いています。私が音楽を読むとき、私はその音楽に出会ったことを嬉しく思うのです」
（Billier 1990: 5）。ナディア・ブーランジェ Nadia Boulanger（1887-1979）は、フランスの作家





















トマ Ambroise Thomas （1811-1896）からジュール・マスネ Jules Massenet （1842-1912）、アン
リ・ビュセール Henri Büsser （1872-1973）、ポール・デュカス Paul Dukas（1865-1935）、オリ
ヴィエ・メシアン Olivier Messiaen （1908-1992）、グザヴィエ・ダラス Xavier Darasse（1908-
1992）、ブルーノ・マントヴァーニ Bruno Mantovani （1974-）に至るまで、多くの音楽家が試験
課題を作曲した。ここでガブリエル・フォーレ Gabriel Fauré （1845-1924）が作曲した小曲を見
過ごすわけにはいかない。この曲はのちに、《8 つの小品》作品 84 の第 5 曲となる。
譜例 2　 ルイ・ディエメール Louis Diémer （1843-1919） 《メヌエット形式による小品》
パリ音楽院初見演奏試験課題（1894）
譜例 3　ガブリエル・フォーレ《8 つの小品》作品 84-5
譜例 4　 アンリエット・ピュイグ = ロジェ Henriette Puig-Roget （1910-1992）による
東京藝術大学用初見課題曲（1992）




























感を示す。例えばヘンリー・カウエル Henry Cowell （1897-1965） やアラン・ルーヴィエ Alain 
Louvier（1945-）の作品に見られるソステヌート・ペダルの活用、倍音奏法、クラスター奏法な
どがある。鍵盤上での演奏に関して、オリヴィエ・メシアンは 1949 年に《音価と強度のモード》





Sebastian Bach（1685-1750）の作品で、ロザリン・テューレック Rosalyn Tureck （1914-2003）、
スヴャトスラフ・リヒテル Sviatoslav Richter （1915-1997）、グレン・グールド Glenn Gould 
（1932-1982）、アンドラーシュ・シフ Andras Schiff （1953-）、 ダヴィッド・フレイ David Fray 
（1981-）の演奏を全く等しく評価することができる。本節の最後に、筆者はアルド・チッコリー
ニ Aldo Ciccolini （1925-2015）が、ヨハネス・ブラームス Johannes Brahms （1833-1897）の《バ








1990 : 16）。こう述べたのはローベルト・シューマン Robert Schumann （1810-1856） だが、 実際、
たいていは多くのことをあまりに短い時間のうちに決めなければならない。具体的には、どの時
代に属するのか、 作曲家は誰かを想像し、 使用されている音部記号を確認し、 また調性のある曲の
場合には、 調号と調を決める最後の小節の和音を確かめ、 指定されたテンポ、 あるいは理想とすべ
きテンポを検討し、 難しいパッセージに印をつけ、 全体的な形式を意識すること、 等々である。
2.2　楽譜を「聴く」すべを知る
　『正しいクラヴィーア奏法』のなかで、カール・フィリップ・エマヌエル・バッハ Carl 
Philipp Emanuel Bach （1714-1788） も、筆者が先述したこと、すなわち読譜を優先すべきこと
（目→耳→指）について書いている。同様に、和声を意識することも必要である。
Leipzig, Breitkopf und Härtel, 1865
譜例 5　ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン Ludwig van Beethoven （1770-1827） 《ロンド》作品 51-2
　無調、複調、12 音技法による作品に関して、生徒は音程やアルトゥール・オネゲル Arthur 
Honegger（1892-1955）の作品に見られるような和音の累積をすぐさま認識できるよう練習すべ
きである。
Paris, Ed. Max Eschig, 1920




















述べたように、「貴方の手に眠っている目を覚ます」（Billier 1990 : 28）ためである。
　筆者に関しては、なによりもまず、テトラコルドの連結から練習を進めることを推奨する。
譜例 8　テトラコルドの例
















譜例 10　エリック・サティ Erik Satie《4 つの前奏曲》第 1 番
譜例 11　リヒャルト・シュトラウス Richard Strauss《歌曲集》作品 41-3  〈岸辺にて〉
Exercices harmoniques,  2017（筆者作成）
Paris, Rouart-Lerolle, 1929





いる必要はまったくない」（Billier 1990 : 31）―こう述べたのは、グレン・グールドである。実
際、重要な運指は前述したように、楽器を用いない準備の段階で決定することができるだろう。
だが― ここではもっとも著名な人物だけを挙げるが― テオドール・ラック Théodore Lack 
（1846-1921）、マルグリット・ロン Marguerite Long （1874-1966）、アルフレッド・コルトー 
Alfred Cortot （1877-1962）といった 19 世紀末から 20 世紀初頭のピアニスト兼教育者たちが「校
訂し、運指を付けた」無数の楽譜を制作したことも事実である。同様に、より最近では、いっそ
う慎ましい態度でエデイションを制作したピアニストとして、リュセット・デカーヴ Lucette 
Descaves （1906-1993）、 パウル・バドゥラ・スコダ Paul Badura Skoda （1927-）、 アルフレッ
ド・ブレンデル Alfred Brendel （1931-）、 ウラディミール・アシュケナージ Vladimir Ashkenazy 























ヴェーヌ・ビリエ（Billier 1990 : 34）は次のように書いている。「つねに音楽的意志によってこ
そ、明晰さ、流暢さは獲得される」。




譜例 15　ヨハネス・ブラームス Johannes Brahms《美しきマゲローネ》作品 33 第 14 番 
Leipzig, Peters, 1935
譜例 13　ジョン・ケージ John Cage《2 つの小品》第 2 番
New York, A.M.P., 1925











譜例 17　ヨハン・ゼバスティアン・バッハ J. S. Bach《愛するイエスよ、わが願いを聞きたまえ》BWV 253
4.2　区切りの付け方
　腕と手がよりよく独立した状態になるように、生徒はフレージングの異なる 2 声ないし 3 声の
作品を練習することができる。例えばカノンの形式の作品は音楽的にたいへん説明しやすい。
譜例 16　アッティラ・ボザイ Attila Bozay《5 の小品》第 1 番
Billier 1990: 41
譜例 18　ベラ・バルトーク Béla Bartók〈スタッカートとレガート〉（《ミクロコスモス》第 5 巻より）
CCARH Team, 2008








ン Mercer Ellington （1919-1996） の作品から例を示す。
Billier 1990: 51
譜例 19　マーサー・エリントン《ジョン・ハーディズ・ワイフ》
　パウル・ヒンデミット Paul Hindemith （1895-1963） の『音楽の基礎練習』およびベラ・バル






Leipzig,  Breitkopf & Härtel, 1885




は拍の均等な配分と袂を分かち、たとえば 9 ／8 拍子を 4+3+2 拍に分けた。一方、ヤナーチェ
ク Leoš Janáček （1854-1928） は独自の方法で小節線を用い、エリック・サティは小節線から自
らを解放した。
Leipzig, Peters, 1935
譜例 22　バルトーク Béla Bartók〈ブルガリアのリズムによる 6 つの舞曲〉（《ミクロコスモス》第 6 巻）
Billier 1990: 56
譜例 23　ヤナーチェク Leoš Janáček《草かげの小径》　第 1 番〈我らの夕べ〉
　拍子を表す数字はたえず変化するようになり、音価は追加され、時間はその都度瞬時に組織さ
れるようになった。










冨和子によって入念に訳されたイヴォンヌ・デポルト Yvonne Desportes （1907-1993） とアラ
ン・ベルノー Alain Bernaud （1932-） の共著『和声法 : 基礎理論 大作曲家の和声様式』（日仏音


















 1 ． 目は読む＝聴く：楽譜上の旋律フレーズを、生徒が鍵盤上で記憶して演奏する。たとえば、
次に示すのはシューマンの交響曲の幾つか主題である。
Exercices harmoniques,  2017（筆者作成）
譜例 25　ローベルト・シューマン《交響曲 第 1 番「春」》
 2 ． 耳は聴く＝見る：複数の音、単声から多声へ声部を増やす。生徒はこれらを自分自身で立て
続けに演奏する。続いて、和声的フレーズに取り組む。
Exercices harmoniques,  2017（筆者作成）
譜例 26　単声から多声への練習課題例
　次に、レパートリーから取られた旋律フレーズに取り組む。
譜例 27　ガスパール・ル・ルー Gaspard Le Roux（?-1706）《メヌエット》（25）
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譜例 29　ジャン=マリー・ルクレール Jean-Marie Leclair （1697-1764） 《高声部とバスのためのソナタ》第 1 楽章
4.6　純粋な線
　アンリ・ミショー Henri Michaux は音楽についてこう書いている。「作品とは、複数の道筋
（trajets）の総体のことである。すなわち、垂直的な道筋によって表現される諸音の高さ、およ
びこれに対する水平的な道筋によって表される持続とリズムである。音楽の構造を把握するため







譜例 28 　ピエール・ランティエ Pierre Lantier による和声課題実施例










（ 1 ） 安川加壽子（1922-1996）：日本のピアニスト、教育者。
（ 2 ） 「目は聴いている、耳は見ている（« L’oeil écoute et l’oreille voit »）は、フランスの作家ポール・クロー
デル（1868-1955）の著作へのアリュージョンである。
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